令和６年度　静岡県インド訪問団現地手配業務委託　仕様書

１　業務名

令和６年度静岡県インド訪問団現地手配業務

２　事業期間

契約締結の日から令和７年１月17日（金）まで

３　事業目的

インド・グジャラート州との地域間交流の推進のため、令和６年12月に同州へ静岡県インド訪問団を派遣するにあたり、現地における添乗員や移動手段等の手配及び現地関係者とのネットワーク構築会設営に関する業務を委託する。

４　受託者に求められる能力

　　本事業の受託者には、以下の能力が求められる。

・インドにおける旅行手配の知識・経験が豊富な者を業務全体の責任者に据える等、本事業を円滑に遂行するために必要な組織、人員、管理能力等を有していること。

・本事業の目的を理解し、静岡県インド訪問団の業務遂行のため、現地関係者との調整を円滑にできる能力を有していること。
５　事業概要

　　・企画提案に当たっては、概ね以下の業務を想定している。
・なお、派遣団の航空便及び現地宿泊先については手配済である(今回の業務には含まれない)。

(1)現地添乗員、現地日本語ガイド、通訳等の手配

	区分
	期　間
	備　考

	現　地

添乗員
	・令和6年12月22日(日)

ｱｰﾒﾀﾞﾊﾞｰﾄﾞ(以下AMD)国際空港
出迎え（21:50着　SQ504便利用予定）
～
・令和6年12月25日(水)
AMD国際空港見送り
(23:05発　SQ505便利用予定)
	・人数：２名

・日本語及び英語での日常会話が可能であり、現地での行程管理及び突発事項発生時の調整・対応ができること。

・宿泊を除く全行程に同行する。

	日本語

ガイド
	
	・人数：２名

・日本語及び英語での日常会話が可能であり、現地事情に関する説明ができること。

・宿泊を除く全行程に同行する。

	日　英

通　訳
	・令和6年12月23日（月）～

25日（水）

・グジャラート州内
	・人数：２名

・日本語能力検定（JLPT）N1又はN2レベルで、行政関係の通訳実績を有することが望ましい。

	音声ｶﾞｲﾄﾞｼｽﾃﾑ
	・令和6年12月23日(月)～
25日（水）
	・数量：送信機３台、受信機60台
・現地法令上問題なく使用できること


◯提案事項
　・現地添乗員、日本語ガイド、日英通訳の手配予定者に関する業務経験等
　・渡航時、現地で行程等の変更が生じた場合の受託者と現地関係者の連絡体制

　・音声ガイドシステムの手配概要（機種名、性能等）

　

（2）現地交通手段の手配

	日　程
	行　程
	数量（大型バス）

	令和6年

12月22日（日）
	21:50 AMD国際空港 → 宿泊先
	２台

	12月23日（月）
	8:30　宿泊先発　→グジャラート州内

→20:00　宿泊先着
	２台

	12月24日（火）
	8:30　宿泊先発　→グジャラート州内

→20:00　宿泊先着
	２台

	12月25日（水）
	8:30　宿泊先発　→グジャラート州内　→20:00　AMD国際空港
	２台


※出発・到着時間は現時点での想定であり、前後する可能性がある。

※宿泊先は、ﾊｲｱｯﾄ･ﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ･ｱｰﾒﾀﾞﾊﾞｰﾄﾞ又はその近辺である（県が手配する）。

◯提案事項
　　・手配車両の概要（乗車可能人数等）

　・渡航時、現地で行程等の変更が生じた場合の受託者と現地関係者の連絡体制

（3）現地関係者とのネットワーク構築会設営

	項　目
	内　容

	日　時
	・令和６年12月24日（火）　17時～19時（予定）

	場　所
	・宿泊先（ﾊｲｱｯﾄ･ﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ･ｱｰﾒﾀﾞﾊﾞｰﾄﾞ等）ﾊﾞﾝｹｯﾄﾙｰﾑ

　またはそれに準ずるグジャラート州中心部の施設

	形　式
	・着席形式

	参加者
	・静岡県インド訪問団　（60人程度）

・インド政府、グジャラート州政府関係者（15人程度）

・現地日本関係者等（25人程度）

	実　施

事　項
（案）
	・会場手配　・会場準備（座席、装飾、受付の設置等）

・食事及び飲料手配、現地配膳等スタッフ手配

・資料（座席表、メニュー、プログラム等）の作成及び翻訳

・参加費用の徴収（費用を徴収する者のみ）　ほか


◯提案事項
　　・手配予定の会場の概要
　　・実施事項に関する具体的な内容

　　・準備段階から実施に至るまでの受託者と現地関係者の連絡・調整体制

　　・その他、現地関係者とのネットワーク構築会の実施にあたり必要な事項

　＜参考（全体行程）＞

	12／22（日）
	12／23（月）
	12／24（火）
	12／25（水）
	12／26（木）

	移動（日本→シンガポール→AMD)(21：50着(SQ504))
	・グジャラート州政府及び関係機関訪問

・県内企業関連施設視察　・現地視察

・関係者ﾈｯﾄﾜｰｸ構築会

　　　　　　　(12／25(水)23：05 AMD発(SQ505))
	・移動

（→ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ→羽田）

	AMD泊
	AMD泊
	AMD泊
	機内泊
	―


６　注意事項
　・委託費は、委託者が委託業務完了報告書を確認後、受託者の請求に基づき支払うものとする。
・仕様書の内容は、予算の範囲内で変更することができるものとする。
７　権利の帰属
・著作権は県に帰属するものとする。

・受託者は県の承諾なしに本業務の成果物を流用してはならない。

　　

８　その他
・受託者は県に対し、定期的に業務の進捗状況を報告するとともに、随時必要な指示を受けること。
・この業務に関わる必要経費は全て受託費の範囲内で処理すること。
　（今回の企画提案における経費内訳書の作成段階では、参加費用を徴収により見込まれる金額については算定に含めないものとする。）
・受託者は必要に応じて、業務の一部を再委託できるものとするが、その場合は、事前に県と協議し、同意を得ること。
・受託者は本業務（再委託をした場合を含む）を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、目的外の利用、第三者への開示、漏洩をしてはならない。また、契約終了後も同様とすること。
・受託者は本業務（再委託をした場合を含む）を履行する上で、著作権、肖像権や個人情報を取り扱う場合は、関係法令等を遵守すること。
・この仕様書に定めのない事項については、県との協議の上決定すること。
